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2017 年 3月期第１四半期連結業績の概要と 

通期連結業績予想について 

□ 第１四半期業績の概要  ― 対前年同期減収・大幅増益 ―

2017 年 3 月期第１四半期の売上高は、販売が好調に推移したものの、為替影響△88 億円および

音楽教室事業移管影響△42 億円により、前年同期に対し 71 億円（6.8%）減少の 984 億円となりま 

した。 

損益については、為替影響△24億円があったものの、前年同期に対し営業利益が 29 億円（33.0%） 

増加の 118億円、経常利益が 30 億円（35.5%）増加の 115億円となり、第１四半期業績としては５期 

連続の営業増益となりました。特に、主力の楽器事業および音響機器事業の営業利益が過去最高と 

なる等、大幅増益を達成いたしました。 

また、最近の業績動向等を踏まえ、繰延税金資産の回収可能性の見直しを行った結果、繰延税金 

資産 135 億円を追加計上したことにより、親会社株主に帰属する当期純利益が 162 億円（259.7%） 

増加の 225億円となりました。 

＜事業セグメント別の売上高・営業損益の状況＞ 

・楽器事業 売上高 647億円（前期比 8.2%減） 営業利益 94億円（前期比 32.1%増）

アコースティックピアノおよびデジタルピアノは、北米、欧州および中国での販売が好調でした。

ギターは、国内、北米、欧州および中国で売上げを伸ばし、管楽器も国内および欧州を中心に売り 

上げを伸ばしました。 

セグメント全体の売上高は、販売が好調に推移したものの、△60 億円の為替影響および、前年

第２四半期に国内音楽教室の運営を一般財団法人ヤマハ音楽振興会に移管したことに伴う△42 億 

円の影響があり、前期に比べ 58 億円（8.2%）減少の 647億円となりました。 

営業利益は、為替影響△20億円を吸収し、23億円（32.1%）増加の 94億円となりました。 

・音響機器事業 売上高 255 億円（前期比 1.7%増） 営業利益 20億円（前期比 111.2%増）

オーディオ機器および PA 機器は、国内で売上げを伸ばしたほか、海外でも好調を維持し、増収

となりました。業務用通信カラオケ機器、ICT（情報通信）機器も堅調に推移し、増収となりまし 

た。 

セグメント全体の売上高は、△27 億円の為替影響があったものの、前期に比べ 4 億円（1.7％）

増加の 255億円となりました。 

営業利益は、為替影響△4億円を吸収し、11億円（111.2％）増加の 20億円となりました。 
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・その他の事業 売上高 82 億円（前期比 17.9%減） 営業利益 4億円（前期比 51.2%減）

  電子部品、自動車用内装部品等全体的に売上げが振るわず、売上高は前期に比べ 18億円（17.9%）

減少の 82億円となりました。 

営業利益は、4億円（51.2％）減少の 4億円となりました。 

□ 2017 年 3月期 業績予想について  ― 売上高を下方修正、利益は据え置き ―

2017年3月期連結業績予想は、4月28日公表時には、売上高 4,200億円（前期比 3.6%減）、営業利益

420億円（前期比 3.3%増）、経常利益 420億円（前期比 2.7%増）、親会社株主に帰属する当期純利益 455 

億円（前期比 39.4%増）としておりました。

今回の業績予想では、売上高は前回予想に対する為替影響△169億円を増収で補いきれず、4,110億

円（前期比 5.6%減）に下方修正するものの、利益については為替影響△56億円を吸収し、いずれも 

据え置きといたします。 

なお、本予想における想定為替レートは、前回予想の対USドル110円、対ユーロ125円から、対US 

ドル105円、対ユーロ115円に見直しております。また、第２四半期のユーロにつきましては121円で 

為替予約をしており、本予想に織り込み済みです。 

注）文章中の売上高、損益の数値は、原則として億円未満四捨五入で記載しております。 

また、当第１四半期よりセグメント区分を見直し、従来の「電子部品事業」を「その他の事業」に含めて開示 

しております。前年同期比の金額、増減率については、変更後の区分方法により計算いたしました。 
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